訴　　　　　　　　状　

平成　　年　　月　　日

○○地方裁判所○○支部　御中


　　　　　　　　　　〒○○○－○○○○　

　　　　　　　　　　　（住所）　　　　　　　　　　　　　　　（送達場所）
　　　　　　　　　　　　原　　告　　○　○　○　○　　　　印

　　　　　　　　　　　　電　話　

　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　

　　　　　　　　　　〒○○○－○○○○　

　　　　　　　　　　　（住所）　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　被　　告　　○　○　○　○　　　　

損害賠償等請求事件
訴訟物の価額　　　金　　　　万　　　　円
貼用印紙額　　　　金　　万　　　　円

請求の趣旨
１　被告は，原告に対し，金　　　万　　　円及びこれに対する平成　　年　　月　　日から支払済みまで年５パーセントの割合による金員を支払え。
２　訴訟費用は被告の負担とする。
との判決並びに仮執行の宣言を求める。


請求の原因
第１　請負契約
　原告は、被告に対し平成　　年　　月　　日、次のとおり後記の建物（以下「本件建物」という）の建築を注文し、被告はこれを請け負った（甲１　請負契約書）。
　　請負代金　　　　　金　　　　　万円　

　　完成引き渡し時期　平成１９年６月３０日　

　　注文した建物　所在　

　　　　　　　　　構造　　木造瓦葺２階建　

　　　　　　　　　床面積　１階　　　㎡　、２階　　　　㎡
第２　建物の瑕疵
　被告は、本件建物を完成し、平成　　年　　月　　日原告に対し引き渡した。しかし本件建物には次のとおり隠れた瑕疵があった。
１　雨漏り。本年建物の別紙図面記載の①から⑤までの個所から雨漏りがあっ

た。
２　扉の開閉ができないこと。本件建物の別紙図面記載の⑥から⑮までの扉１　

０枚並びに⑯から⑳での窓５枚の開閉が困難であった。
３　壁紙のはがれや塗装の不備。本件建物別紙図面のAからDと記載した部分　

の壁紙がはがれたり、塗装されていない個所があった。


第３　損害
原告は、被告に対し、平成　　年　　月　　日、前項記載の瑕疵ついての修

補を請求した。しかし、被告がこれに応じなかったため、原告は他の業者に依

頼しこれらの瑕疵の修補の費用について見積もりをとり（甲２　瑕疵修補の見

積書）、瑕疵の修補としての費用を計算し、その旨同年　　月　　日被告に対し

て連絡し、その後見積もりを依頼した業者に瑕疵の修補を依頼し、　　月　　日

瑕疵の修補代金として金　　　円を支払った（甲３　領収書）。これらの代金は

瑕疵担保責任を負う被告が負担すべき金額である。


第４　結論
　よって、原告は被告に対し本件建物の瑕疵修補による損害金として金　　　円の支払いとこれに対する原告が、同損害金と同額の工事代金を他の業者に支払った平成　　年　　月　　日から完済までの遅延損害金として民法所定の利率に基づく金員の支払いを求めて本訴を提起する。
　

証　拠　方　法

甲１　請負契約書

甲２　瑕疵修補の見積書

甲３　領収書（工事代金）

甲４　本件建物の瑕疵の写真　

　

付　属　書　類
１　訴状副本　　　　　　　　１通
２　甲号証の写し　　　　　各１通

３　不動産登記事項証明書　　１通


（別紙）　本件建物の瑕疵についての図面

